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⧫ 米大統領選挙全米５０州の選挙人数： 

バイデン氏３０６人、トランプ氏２３２人 

バイデン氏の勝利が確実となった１１月７日、ドイツ

のメルケル首相はＥＵ議長としてバイデン氏に以下の

祝電を送りました。 

「共に働くことを楽しみにしています。今日の課題に対

応するために米欧同盟の絆は不可欠です。」 

 

その翌日のバイデン氏と副大統領に内定のカマラ・ハリ

スさんの国民向け演説が実に素晴ら

しいものでした。「米国は品格を取り

戻す。世界から再び尊敬される国にす

る。民主主義を守り、全ての人に公正

な機会を与えるために働く」（バイデ

ン）。 

 

ハリスさんも、「米国を団結させ、人々の心を癒す。新

型コロナ・ウイルスの大流行に打ち勝

ち、経済を再生し、労働者のために働

き、我々の司法組織及び社会に沁みつ

いた人種的偏見を根絶し、気候変動と

戦う」と、新リーダーに相応しく堂々

とアメリカ国民に訴えました。高齢の

バイデン氏を支えて職責を立派に果

たせる女性だと多くの人が頼もしく思ったことでしょ

う。 

⧫ トランプは去ってもポピュリズムは残る： 

 “格差への鬱憤”というマグマ 

損得勘定と自己顕示欲で大統領にまでのし上がった

トランプ氏ですが、論理的で中長期的な政策には不向き

でした。目先の“ディール”に捉われ、多国間協調を排

して、自国第一主義を掲げ、この４年弱で世界秩序を大

きく混乱させました。 

 しかし、忘れてはいけないのはトランプ氏がホワイト

ハウスを去っても、トランプ主義は大衆の中に強く残る 

 

 

 

 

ということです。彼に投票した７千万人の大半（約４千

万人）は、ＩＴ革命という産業構造の変化に乗り遅れ、

職業訓練にも応ぜず、自分たちの職を奪った移民や有色

人種を人種差別する民度の低い白人労働者たちと貧困

層でした。“格差”を煽られればすぐに火が付く人達で

す。彼らは未だにトランプ氏の勝利を唱え、再選を熱望

しています。 

 欧州でも既に過激なポピュリズムは拡大しています。

トランプ政権の首席戦略官として「既存の勢力を全て壊

滅せよ」と叫んだスティーヴ・バノン氏が、退職後度々

欧州に現れ、フランスの極右ルペン氏らとポピュリズム

拡大運動を画策した事実もありました。ＥＵ首脳もトラ

ンプ氏の敗退で一息ついたところでしょう。 

⧫ 欧米で対中政策に変化が： 

民主主義・法の支配・市場経済の価値観鮮明化 

トランプ氏が、残された僅かな任期中に大統領令を乱

発するのではないかという危惧が広がっています。退任

後も政界に影響力を残し、７千万票の実績をもとに４年

後の大統領復帰を内外に宣言していますが、うがった見

方をすれば過去４年間の不祥事に対する告発・訴訟を封

じ込める心理作戦かもしれません。 

 一方バイデン氏は、思い付きや独断でスタンドプレー

をする前任者とは異なり、官僚組織を重視する政治家と

みられています。しかし上下両院のネジレやトランプ氏

の遺産と戦うバイデン政権は盤石ではありません。一党

独裁で覇権主義の中国とインド太平洋地域で向き合い、

アラブ世界の紛争解決やロシアとの確執に直面するバ

イデン政権の前途は多難です。ドイツもインド太平洋を

「重要地域」に指定し、中国への過度の依存脱却を閣議

決定しました。バイデン氏とも価値観を共有する日独両

中型国は、マース独外相の言う„rule shaper”として、

バイデン政権と多国間交渉で協調することにより、今後

一層平和に貢献することが出来るでしょう。 

（２０２０年１１月２０日記） 
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